
だ
、
木
曾
八
景
の

一
つ
だ
か
ら
と
云
ふ
の
で
は
な

い
、
狹

い
谷
の
底
、
木

曾
川
畔
に
延
び
た
福

島
の
町
は
、
高

い
西
山
に
夕
陽
を

遮
ら
れ

て
、
薄
暗

い
靄
の
中
に
ボ
ン

ヤ
リ
と
暮
れ
て
殘

つ
た
雪

の
み
が
白
く
見
え
る
。

駒
ヶ
嶽
の
麓
に
、
回
ら
し
た
塀
の
樣
に
重
な
り
合

つ
た

一
連
の
柴
山
の
枯

れ
た
頂
を

照
し
た
日

が
、
す
ツ
と
上
に
逸
れ
て
、
西
の
空
が
黄
金
色
に
輝

き
始
め
る
と
、
低

い
峰
が
黑
く
な

つ
て
、
駒

ヶ
嶽
を

照
す
日
が
益
々

赤
く

な

つ
て
來
る
。

中
空
八
千
尺
の
半
か
ら
上
は
、
雪
計
り

て
積
上
げ
た

か
と
思
は
れ
る
皚

々

た
る
巨
峰
が
、
西
に
向
つ
て
紅
光
を

浴
ひ
た
樣
、
譬
ふ

へ
き
も
の
を
超
脱
し

て
ゐ
る
、
彼
自
身
は

太
古
よ
り
偉
大
な
る
も
の
ゝ

一
つ
だ
。

巓
の
凍

つ
た
雪
の
面

が
、
硝
子
板
の
樣

に
キ
ラ
キ
ラ

と
光
る
、

全
山

一
色

の
如
く
見
え
て
、
數
知
ら
ぬ
襞

が
現
れ
、
前
山
が
暗
く
な
る
に
連
れ
て
、

色
ば
眞
紅
に
な
り
、
山
が
近
く
な

つ
て
大
き
く
中
空
ま
で
聳

へ
た
。

右
の
頂
が
左
の
凹
部
を

薄
暗
く
し
て
、
其
後
か
ら
輝
く
峰
が
顔
を

出
し
、

中
腹
に
起

つ
た
小
さ
い
凸
出
が
、
下
か
ら
さ
す
陽
光
を

遮
ぎ

つ
て
、
影
を

上

に
延
ば
し
て
居
る
。
始
め

一
片

の
綿
の
樣
に
、
何
か
見
え
る
と
思
ふ
間

に
、
四
方
に
延
ひ
て
、
帯
の
樣

に
中
腹
に
横
る

と
、
紫
の
影
が
雪
に
落
ち

て
、
闇
は
山
の
三
分
の

一
程
ま
で
迫

つ
た
。

雲
が
下
に
擴
が

つ
て
麓
を
包
む
頃
、

夕
陽
は
最
後
の

一
閃
を

頂
に
射
て
、

頓
に
其
所
ら
が
暗
く
な

つ
た
。

ア
ヽ
と
吾

に
返
る
と
、
持

つ
た
筆
は

凍
り
、
手
は
こ
ゝ

ゑ
て
、
半

成
の
畫

面
が
闇

に
白

い
、
寒
風
に
襟
を
襲
は
れ
な
が
ら
、

三
脚
を

提
げ
た
時
、

今

一
度
駒
ヶ
嶽
を

見
る
と
、
餘

れ
る

光
に
、
山
は
白
く
、
暗
藍
の
空
に
夢
の

樣
、

ホ
ッ
と
大
息
し

て
下
を
見
る
と
、
電
燈
が
赤
く
光
つ

て
居
る
。

 
 
 
 
 

冬
の
朝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鈴

木
月

仙

先
づ
、
思

ふ
通
り
の
圖
取
り
が
濟
ん
だ
の
で
、
ヤ

マ
ト
を

一
本
點
け
て
、

ス
ー
と
深
く
吸

ひ
込

み

な

か
ら
、
出
來
た
下
圖
と
、
對

景
と
を
見
比
べ

る
。
小
川
に
沿
う
た
小
さ

い
藁
屋
の
、

や
ん
わ
り
と
雪
を
頂

い
た
具
合
、
其
向

側
か
ら

ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロと
、
小
川
の
方
に
差
し
延
べ
た
梨
の
木
の
痩
枝

の
恰

好
、
姉
樣

被
り

の
中
か
ら
白

い
半
面
を
見
せ

て
、
何
か
洗
物
を
し
て
ゐ
た

小
娘
の
風
姿
・
・
・
・

冬

の
弱

い
日
射
が
、
漸
く
ほ
ん
の
り

と
、氣
持

よ
く
暖
か
く
な

ッ
て
來
た
。

白
牛
の
群
れ

の

や
う

に
南
か

ら
北
に
走
ッ
た
連

山
は
、
淡

い
コ
バ
ル
ト

に
霞
ん
で
、
そ
の
南
端
の
奥
に
高
く
群
山
を
睥

睨
し
て
ゐ
る
×
×
山
の
頂

は
、
ポ

ー
と
深
碧

の
空
に
消
え
入
ッ

て
ゐ
る
小
娘
は
頓

て
洗
物
な
兩
手
に

下
げ
て
、
何
も
知
ら
ず

に
家
に
返
ッ

て
ゆ
く
。
鍋
だ
か
釜
だ
か
、
ピ

カ
リ

と
日
光
に
反
映
し
た
。

ふ
く
や
か
な
手
の
甲
は
、
冷
た

く
眞
紅
に
な

ッ
て

ゐ
う
だ
ら
う
。

メ
レ
ン
ス
か
何
か
の
紅

い
帯
、

紅

い
★
、
そ
の
愛
ら
し
い

後
姿
、

何
と
な
く
懐
か
し

い
心
を
唆

つ
ッ
た
。

つ
い
先
刻
か
ら
梨
の
木
に
來
て
、
小
娘
の
顔
を
で
も
窺
き
込
む

や
う
に
、
小

さ
い
首
を

ク
リ
ク
リ
さ

て
ゐ
た
鳥
に
、

ス
イ
ー
と
悠
く
飛
ん
で
、

下
方

の
小
川
に
臨
ん
だ
白
楊
の
木
に
移

ツ
た
。

 
 
 
 

地

の
族

 
 
 
 
 
 
 
 
神
戸
 
津

川

清

平

 
 
 
 
 
 
一

郷
里
の
風
光
案
内
に
は
あ
ら
ね

ど
、
大
和
地
方

へ
の
極
月

の
旅
日
記
を

水


